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【研究テーマ】 

1. 神経細胞死抑制因子の作用機序に関する研究 
2. エンドクライン FGF による生体の恒常性維持機構に関する研究 
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【研究費取得状況】 

1.  生体の恒常性維持機構に着目したカドミウム毒性発現の分子機構解明；基盤研究Ｃ 

 

【過去の研究業績総計】 

原著論文（欧文） 24 編 （邦文） 0編 

総説  （欧文） 5編 （邦文） 9編 

著書  （欧文） 0編 （邦文） 0編 

紀要  （欧文） 0編 （邦文） 0編 

特許 １件 


